予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　レッドデータ改訂調査費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　   

環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課　生物多様性係　　　   

電話番号：058-272-1111（内2701）　　　　　　　  
   

E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp



     
	事業費


　 要求額：1,330千円（前年度予算額：1,609千円）

	事業内容


	１　事業の内容


平成13年に県が発刊した「岐阜県レッドデータブック（動物編・植物編）」について、自然環境の変化に応じて最新の知見を反映させた改訂版を策定する。

植物編の第１次改訂版の公表に向けてレッドデータブック改訂調査検討委員会の運営、専門部会による検討を行う。現地・文献調査の結果から、部会において候補種ごとにカテゴリー判定を行い、委員会の審査を経て、改訂版レッドリスト及びレッドデータブックを作成する。
	２　所要経費


植物編の現地調査・文献調査・レッドデータブックの作成  　1,330千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,609
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,609

	要求額
	1,330
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,330

	決定額
	1,330
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,330


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　岐阜県に生息する野生生物の現況を調査を行うとともに、貴重な野生生物種を選定・評価することにより、地域の自然特性を明らかにし、保護と開発のバランスのとれた公共事業等の計画策定や的確な保護施策の実施を促進する。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	レッドデータブック（植物編）選定種の種類数
	189
（H13）
	（H　）
	（H　）
	―

（H  ）
	500 
（H25）
	　　％


	
	　　
（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



※　岐阜県レッドデータは、平成13年に初版を発行後、動物編の第１次改訂版は平成22年８月に公表済み。残る植物編については、平成25年度の植物編の改訂版公表で第１次改訂は全て完了。
○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）現地調査の実施

中部山岳国立公園区域内の植物生育状況を調査。
（２）定性的・定量的基準による評価作業（絶滅危惧Ⅰ類・Ⅱ類・準絶滅危惧等）

　　　新たに植物編チェックシートを作成し、シートに基づき、現在までにリストア

ップした対象種約780種の評価を実施。
（３）植物専門部会の開催

　　　第１次改訂（植物編）に掲載予定の種について、パブリックコメントに向けた協議。平成25年１月に開催予定。



（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

平成22年12月までにリストアップした対象種約780種からのカテゴライズ（評価）作業を進め、平成24年度末までに現在の189種から約３倍の500種程度をレッドリストとして公表予定。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	レッドリストそのものに法的な根拠があるわけではないが、河川、治山、道路整備等多くの公共事業において、大きな影響力を持つ。

さらに、自然環境や野生生物に関する県民の関心も高く、県民からの問い合わせも非常に多い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　平成13年の初版の発行以降、約10年が経過した時点での改訂となり、初版に比べ、動物編では掲載種が119種増加し、330種となった。

さらに、改訂中の植物編についても、新たに500種以上を評価対象として作業を進めている。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	今回の改訂作業では、初版作成時とは異なり、専門の事業者に発注するのではなく、大学等教育機関の学識者や民間の有識者等のボランティア参加により現地調査や文献調査から情報を収集したことで経費の削減を図った。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
レッドデータの改訂作業は、自然環境の変化を的確に反映させるよう可能な限り短い周期(概ね５年ごと)で改訂し、的確な保護施策を実施することが望ましいとされており、今後も時期改訂に向けた現地調査や文献調査等を、経常経費の中で、継続的に実施して行く必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　岐阜県レッドデータブックの第1次改訂は、平成25年度の植物編の改訂により終了する。



